
令和７年度 交野市まちづくり市民提案型事業 採択事業一覧 

団体の名称 
事業概要 

交付確定額 

事業名 交付決定額 

交野の魅力☆ミュージカルで伝え隊 

令和 7年 7月 27日（日）、星の里いわふね体育室において「交野七夕音楽祭」を開催し

た。第 1部では、市民ミュージカル 2025「交野の七夕伝説」（オリジナル脚本）を上演し、第

2部では交野 PR大使・小椋寛子氏によるエレクトーン演奏を実施した。ミュージカル出演

者は広報により募集し、本番まで全 11回のワークショップ形式による稽古を実施した。発

声や呼吸法など基礎から学ぶ機会を提供し、文化・芸術を通じた地域活性化及び交野市

の魅力発信につなげた。 

１00,000円 

「星のまち交野、七夕音楽祭」 １00,000円 

寺区世代間交流委員会 
10月 11日（土）に「寺ふれあい秋祭り」を開催し、地域団体や青年会の中学生等が参画

して出店や子どもみこし等を実施し、約 700 名が来場した。さらに、12 月 7 日（日）には「ウ

ィンターフェスタ 2025」として餅つき大会、防災研修、カラオケ大会等を開催し、約 300名が

参加した。各事業をより盛大に発展させて、地域団体間の連携強化や多世代交流を促進

するとともに、地域活動への参加意識の向上や将来の担い手育成につなげた。 

１00,000円 

寺祭りプロジェクト １00,000円 

寺区さともり保全会 

前川流域では、流木や枯竹が散乱し、大雨時には下流での堰き止めによる洪水リスク

が懸念されていた。また、竹林の荒廃により景観悪化やイノシシ等の被害も発生していた

ことから、地域住民により竹林整備を実施した。寺区中心部を流れる前川流域約 1.5haに

おいて、枯竹の伐採・除去や竹林の間伐を行い、良好な景観の再生を図った。活動には延

べ 24名が参加し、チェーンソー講習会も実施した。整備後は、前川へ流れ込む枯竹等が

減少し、下流域の減災や生活環境の改善につなげた。 

１00,000円 

寺区さともり保全会 １00,000円 

妙見東自治会 

自治会 OBを中心とした自治会支援組織「妙見東応援団」を令和 7年 4月に発足し、独

居老人の生活支援や児童見守り活動等を実施した。重量物の搬出、病院送迎、水道漏水

修理などの生活支援に加え、9月から妙見坂小学校児童の下校見守りを順次開始した。

また、地域清掃、花壇整備等の地域美化活動、防災活動、秋祭り支援にも取り組んだ。活

動時には統一ユニフォームを着用し、地域住民への認知向上と安心感の醸成を図るととも

に、団員数の増加や継続的な地域活動の推進につなげた。 

１00,000円 

妙見東応援団準備事業 １00,000円 



コモンシティ星田自治会 

自治会内の回覧や広報誌等を通じて参加者を募集し、令和 7年 8月 16日（土）から 17

日（日）にかけて、リニアパーク南公園において「星空キャンプ」を実施した。屋外キャンプ

のテント設営、災害時を想定した炊き出し体験、ペットボトルを活用した非常用ランプ製

作、キャンプファイヤー、野外宿泊体験のほか、一般社団法人「星空プロジェクト・そら」を

講師に招いた星空観察会を開催した。地域住民間のつながりが希薄となる中で参加者 52

人（22家族）及びスタッフである地域住民が交流を深めるとともに、防災意識の向上や地

域コミュニティの活性化につなげた。 

48,058円 

コモンシティ星田地域交流ふるさと創生

事業 
１00,000円 

交野市立岩船小学校 PTA 

岩船小学校区福祉委員会と交野市立岩船小学校 PTAが連携し、令和 7年 11月 8日

（土）に岩船小学校において、児童・学校・家庭・地域の交流を目的とした「わいわいフェス

タ」を開催した。地域団体による物品販売や、ストラックアウト、プラ板制作、スーパーボー

ルすくい、ロボットプログラミング体験など約 20のブースを設置し、児童 375名をはじめ、

未就学児のいる家庭や障がい福祉サービス事業所の利用者など多くの地域住民が参加

した。また、第四中学校の生徒ボランティアや地域団体等も参画し、多世代交流や地域と

のつながりの強化を図るとともに、児童や保護者が地域の支えへの感謝を改めて感じる機

会を創出した。 

83,164円 

地域とつながり、地域の愛を感じよう「わい

わいフェスタ」 
１00,000円 

 


